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小田原労働基準監督署　署　長 田
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　代
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　克
かつ
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や

全国安全週間は、労働災害を防止するた
めに産業界での自主的な活動の推進と職場
での安全に対する意識を高め、安全を維持
する活動の定着を目的に、昭和３年から一
度も中断することなく続けられ、今年で99
回目を迎えます。

令和７年の当署管内の休業４日以上の労
働災害は新型コロナウイルス感染症を除い
て373人と昨年より22人減少しましたが、一
方で死亡災害により３人の尊い命が失われ
ています。

今年度は第14次労働災害防止計画の４年
目となります。労働者が安全で安心して働
くことができる職場環境を築くために、労

令和８年度

使双方が労働災害防止のための基本ルール
を徹底し、労使一丸となった取組みが求め
られます。

このような背景等を踏まえ、本年度は、
「多様な人材　全員参加　みんなで育てる安
全職場」
をスローガンに全国安全週間が展開されま
す。

この安全週間を契機として労働災害防止
の重要性について認識をさらに深めていた
だき、引き続き職場における自主的安全管
理活動の定着が図られますようお願いいた
します。

第99回全国安
全週間小田原地
区推進大会が６
月５日に開催さ
れました。冒頭、
小田原労働基準
監督署の田代署長より、昨年小田原管内では
死亡事故が４件発生しているとの報告があ
り、労働災害は長期的には減少しているが、
依然として高い水準であることを改めて認識
しました。続いて転倒・腰痛防止を特集した

講 演 を 企 画 し、
好事例報告とし
て三菱ケミカル
産業医の岡本様
より、「オリジナ
ル体操と体力テ

ストを活用した転倒災害防止の取り組み」と
いうテーマで発表頂き、国内のグループ会社
から海外拠点までオリジナルの体操が導入さ
れ、転倒経験者が年々減少し大変効果があっ
たとの報告でした。また特別講演として関東
労災病院治療就労両立支援センターの内間様
よ り、「 事 業 所
で取り組む、高
年齢労働者の転
倒・腰痛予防対
策」というテー
マ で 講 演 頂 き、
災害状況からその発生のメカニズム、そして
その予防策まで広範囲な講演をして頂き大変
勉強になりました。改めて安全第一でしっか
り安全活動を進めて参ります。

（南開工業株式会社　河野　誠）

c第99回全国安全週間c
3小田原地区推進大会に参加して3
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小田原労働基準監督署からのお知らせ

～熱中症対策による死亡災害ゼロを目指して～
　神奈川労働局管内における熱中症による死傷者が近年増加の一途をたどり、ついには
休業４日以上の労働災害が年間102件と大台に乗ることになりました。熱中症による死亡
災害も令和４年、５年、６年、７年と連続で発生しています。

　令和７年４月に改正された労働安全衛生規則（体制整備・手順作成・関係者への周知）
および令和８年３月に策定された職場における熱中症防止対策のためのガイドラインに基
づいた対応をお願いします。また、並行して、熱中症の予防対策として、「STOP！熱中症
クールワークキャンペーン」に基づき、暑さ指数の把握と評価、測定した暑さ指数に応じた
各種予防対策についても、引き続き対応をよろしくお願いします。
　以下のチェックシートなどを活用し、早期発見・早期対応に努めてください。

　そのほか神奈川労働局のホームページでは熱中症関連資料に
ついても見ることができます。熱中症対策の資料としてご活用
ください。

熱中症予防対策
（神奈川労働局HP）
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労働災害発生状況

令和 7 年発生の労働災害統計は令和
8年５月27日付けで厚生労働省の報道
発表により確定しました。
これは、令和 7 年１月１日から令和
7 年 12 月 31 日までに発生した休業４
日以上の労働災害に基づき提出された
労働者死傷病報告の受理件数につい
て、統計を作成するに当たっての締切
日を設け、統計数値として確定を行っ
たものです。
当署管内における令和7 年の新型コ
ロナウイルス感染症のり患によるもの
を除いた労働災害による死傷者数は
373 人と前年（395 人）に対して22人
(－5.6％)の減少となり、死亡者数は３
人となっています。
一方で、令和 8 年５月末現在におい
ては、労働災害による死傷者数は 140
人と前年同期（98 人）に対して 42 人
（＋42.9%）の増加となっています。
各事業場におかれましては、より一
層の労働災害防止への取り組みをお願
いします。

新たに着任した職員からの挨拶 

　４月１日付けで横浜南労働基準監督署から異動となりました島雄と申します。どうぞよろしく
お願い申し上げます。
　令和７年に公布された改正労働安全衛生法は段階的に施行されておりますが、そのうち本年４
月からは高年齢労働者に対する安全配慮の努力義務化、また10月には一人親方・個人事業者等
の保護拡大に係る施策が予定されています。これらは、多様な人材が安全で安心して働くことの
できる職場環境づくりにつながる大切な取組であり、事業者の皆さまにとっても、人材の確保や
定着の面で重要なものとなると考えております。
　労働災害の防止に向け、地域の皆さまや関係機関の皆さまと連携しながら、安心して働ける職
場づくりに努めてまいりますので、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

小田原労働基準監督署  監督課長  島雄  真


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ZZZZZZZZZZ新規加入会員事業場紹介 ZZZZZZZZZZ

☆事業場名　独立行政法人国立印刷局
　　　　　　小田原工場
☆所 在 地　神奈川県小田原市酒匂6-2-1
☆代表者名　工場長　有田 久男
☆設　　立　昭和16年５月24日
☆従業員数　838名
☆事業内容　日本銀行券の製造

労務部会は現在、８社の役員事業場を中心に活動しており、「新規会員の拡大」と「経営者
セミナーの企画・開催」を柱に、地域全体の労務管理レベルの向上に取り組んでいます。

■ 会員数は「地域の安全網」のバロメーター
現在、小田原支部では「会員数300社」の目標を掲げています。令和７年度末時点での会

員数は294社。目標達成まであと一歩というところまで来ています。
私たちが会員拡大にこだわるのは、単なる数字合わせではありません。会員数の減少は、

協会の本来目的である「労働災害防止支援」が届かない空白地帯が増えることを意味します。
それは巡り巡って、地域全体の労働災害増加につながりかねないという危機感を持ってい
ます。

■ 重点課題：エイジフレンドリー対応と行動変容
小田原支部の重点課題である「エイジフレンドリー対応」の意識を地域全体に浸透させる

ため、私たちは「組織的かつ計画的」な勧誘活動を展開し、より多くの事業場と共に歩める
体制を構築していきます。

■ 300社達成に向けた具体的アクション
・実態の把握：�支部役員へ未加入事業場アンケート調査を実施（令和７年12月実施済内容

の分析）
・対話の強化：アンケート結果に基づく、各事業場のニーズに沿った個別アプローチ
・価値の再定義：時代に即した「入会メリット」の検討と促進策の立案

労務部会が取り組む、地域の安全を「つなぐ」活動
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会員の輪を拡げ、
みんなで連携して

地域の安全文化を築いて
いきましょう!!
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②宝栄産業㈱　辻　佳明 様

　入社以来、32 年間に
わたり産業廃棄物の処理
業務や収集運搬の管理監
督に従事してきました。
こ の 間、 日 常 の KY 活

動や後進の教育指導に尽力し、無災害
2200 日達成に大きく貢献しました。

①富士フイルムビジネスイノベーション㈱
竹松事業所　川辺 健二 様

　危険源の特定を軸としたゼ
ロ災活動の推進、朝の立哨／
挨拶運動、看護師と連携した
健康活動の推進など、多岐に

わたる啓発活動をリードし４年間無災害を
継続しています。

小田原に転勤して、13年目になる。芦ノ湖、鎌倉、八
景島などには早い時期に訪れていたが、地元・小田原
城の敷地に足を運んだのは、意外にも昨年、他社さん
と協働で実施した清掃ボランティアのときだった。城の
敷地では、北条武士を模した
武者隊や風魔忍者のパフォー
マンスを見ることができ、観光
客が絶えない。6月は「小田原
城あじさい花菖蒲まつり」が
開催され、本丸東堀の花菖蒲

と斜面のあじさいとの競演が楽しめ
る。実際に本丸広場に着くまでには
坂道や石階段を登るので、まあまあ足
腰を使う。敷地をひと通り回れば、私
にはいい散歩になる。周りの人を見る
と、観光客だけでなく地元の人も多い
ようだ。気軽に訪れることができる、
この開かれた感じがいい。

さて、いい運動をしたと自己満足に浸った後は「王
将」で餃子とビール・・・関西人だからか「王将」の餃子
をどうしても食べたくなる。こんなことを考えているか
ら、いつまで経っても中性脂肪が減らないわけだ。

　　　　　　　　　  （広報部会　東郷 憲太郎）

WWWWWWWWWWWWWWWWWWW

小田原地区安全功労者表彰令和８年度

■表彰者の選考について：この功労者表彰は、３年以上無災害の事業場を要件として会員事業場会社よ
り推薦募集し、審議・決定されるものです。今回の受賞者は、以下の実績・取り組みが評価されました。

＊　フルハーネス型墜落制止用機器特別教育
　・８月 18 日（火）	 青色会館
＊　New危険体感講習会
　・８月 20 日（木）	 富士フイルム研修センター
＊　騒音障害防止管理者研修
　・８月 25 日（火）	 青色会館
＊　保護具着用管理責任者選任時研修
　・９月１日（火）	 青色会館
＊　普通救命救急 I
　・９月８日（火）	 青色会館
＊　職長能力向上教育
　・９月 10 日（木）	 青色会館
＊　安全衛生推進者養成講習会
　・９月 29 日（火）､ 30 日（水）	 青色会館

＊　熱中症予防管理者教育
　・７月 14 日（火）	 青色会館
＊　玉掛けの業務に係る特別教育
　・７月 22 日（水）	 青色会館
＊　テールゲートリフターの操作の業務に係る特別教育
　・７月 24 日（金）	 小田原ガス
＊　リスクアセスメント研修会
　　～自律的な化学物質管理導入に向け～
　・７月 28 日（火）	 青色会館
＊　�研削といし（自由研削用）の取り替え等の業務に

係る特別教育
　・７月 31 日（金）	 青色会館
＊　熱中症予防管理者教育
　・８月４日（火）	 青色会館
＊　職長教育
　・８月６日（木）､ ７日（金）	 青色会館

事務局長　鎌田　光郎　
皆さん、ロコモティブシンドローム（以下ロコモ）という言葉をご存知でしょうか。高年齢労働者の行動災害が増

加していますが、その主要因とされるのが「運動器（骨・関節・筋肉・神経）」の機能低下と言われています。これら
の症状のことをロコモといいます。

今回、危険体感講習会をリニューアルし、このロコモ度を体感する講習を加えました。自身のロコモ度を確認し、
改善するシンプルトレーニングを体験するものです。健康寿命を延ばすための第一歩として受講をお薦めします。

＜７月～９月開催講習会＞

事務局だより

表彰式風景


